
広報ひゆうが

人．口
　　　（6月1日現在）

　男　24，774人　21人増

　女　27，896人　26人増

　計52，670人47人増

世帯数
　　　15，268　　　　　32増

騰ひゆうゆO

○
…
：
：
：
と
じ
て
保
存
し
ま
し
ょ
う
…
…
…
○

（仔牛のせり市）

別
　
れ

　
き
ょ
う
は
、
せ
り
市
だ
。

　
雨
の
日
も
風
の
日
も
、
朝
早
く
か
．

ら
毎
旧
愛
情
を
こ
め
て
育
て
た
仔
牛

と
も
お
別
れ
だ
。

　
こ
の
朝
は
、
い
つ
も
よ
り
ご
ち
そ

う
を
与
え
た
。

せ
り
場
を
み
つ
め
る
人
々
の
複
雑

な
表
情
が
あ
っ
た
。

　一今月の納付一
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2広報ひゆうが昭和50年6月号

六
月
市
議
会
は

　
六
月
定
例
市
議
会
は
、
六
月
九
日
か
、

ら
六
月
二
十
三
日
ま
で
開
か
れ
、
次
の

案
件
等
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
す
。

議
案
第
鉛
号

日
向
市
収
入
役
の
選

任
に
つ
い
て

じ
ま
る

収
入
役
に
寺
町
照
氏
を
選
任

議
案
第
3
1
号
　
　
日
向
市
営
土
地
改
良

　
　
　
　
　
　
　
事
業
の
施
行
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
て
・

議
案
第
詑
号
　
　
日
向
市
青
年
学
級
の

　
　
　
　
　
　
　
開
設
に
つ
い
て

議
案
第
3
3
号
　
　
日
向
市
印
鑑
登
録
証

　
　
　
　
　
　
　
明
条
例

　
　
　
　
　
議
案
第
3
4
号

　
　
　
　
　
　
　
日
向
市
国
民
健
康
保

　
　
　
　
　
　
　
険
条
例
の
一
部
を
改

　
　
　
　
　
　
　
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
議
案
第
3
5
号

　
　
　
　
　
　
　
日
向
市
水
道
事
業
給

　
　
　
　
　
　
　
水
条
例
の
一
部
を
改

　
　
　
　
　
　
　
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
議
案
第
3
6
号

　
　
　
　
　
　
　
日
向
市
消
防
団
員
等

　
　
　
　
　
　
公
務
災
害
補
償
条
例

　
　
　
　
　
　
　
等
の
一
部
を
改
正
す

　
　
　
　
　
　
　
る
条
例

　
　
　
　
　
議
案
第
3
7
号

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
5
0
年
度
日
向
市

　
　
　
　
　
　
　
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
（
第
一
号
）

　
　
　
　
　
議
案
第
3
8
号

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
5
0
年
度
日
向
市

　
　
　
　
　
　
　
水
道
事
業
会
計
補
正

　
　
　
　
　
　
　
予
算
（
第
一
号
）

寺町・収入役

　
六
月
十
一
日
で
任
期
満
了
と
な
る
収

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
マ

入
役
に
は
、
寺
町
隠
密
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

　
寺
町
氏
は
、
市
内
幸
田
の
ご
出
身
で

旧
岩
脇
村
助
役
を
歴
任
し
、
合
併
後
は
、

市
の
総
務
課
長
な
ど
を
就
任
さ
れ
、
長

期
間
に
わ
た
っ
て
行
政
全
般
に
ご
活
躍

さ
れ
た
方
で
す
。

　
な
お
、
議
会
の
審
議
内
容
に
つ
い
て

は
、
次
号
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
今
後
市
議
会
を
傍
聴
し
て
み

よ
う
と
思
わ
れ
て
い
る
方
は
、
議
会
事

務
局
で
手
続
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
傍

聴
で
き
ま
す
。

化工無のスノく

70歳以上のおとしより

　　8月1日から実施

　
昨
今
の
老
齢
者
対
策
に
つ
い
て
は
、

．
新
聞
・
テ
レ
ビ
等
の
ニ
ュ
ー
ス
で
毎
日

の
よ
う
に
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
最
近
で
は
、
老
人
パ
ス
の
無
料
化
・

老
人
福
祉
電
話
の
設
置
等
の
思
い
き
っ

た
施
策
が
、
一
部
の
市
町
村
で
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
も
こ
の
た
び
老
人
バ
ス
の
無
料

化
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
市
内
に
住
ん
で
お
ら
れ
る

七
十
歳
以
上
の
お
と
し
よ
り
に
敬
老
の

意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
と
か
く
家
に

閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
、
お
と
し
よ
り
が

気
軽
に
外
出
し
て
い
た
だ
き
、
老
後
の

生
き
が
い
を
高
め
て
も
ら
お
う
と
い
う

も
の
で
す
。

　
こ
の
老
人
バ
ス
無
料
化
が
実
施
さ
れ

る
と
市
内
の
二
千
三
百
一
名
の
お
と
し

よ
り
が
、
買
物
や
病
院
に
通
う
の
に
利

用
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
老
人
、
ハ
ス
の
無
料

化
は
、
八
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
．

が
、
無
料
乗
車
券
の
交
付
を
う
け
る
こ

と
が
で
き
る
人
は
、
日
向
市
内
に
居
住

し
、
か
つ
日
向
市
の
住
民
登
録
簿
に
記

載
さ
れ
て
い
る
七
十
歳
以
上
の
お
と
し

よ
り
に
限
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
乗
車
券
で
バ
ス
に
乗
れ

る
範
囲
は
、
日
向
甫
行
政
区
域
内
に
限

り
通
用
し
ま
す
が
、
無
料
．
ハ
ス
乗
車
券

の
申
請
手
続
に
顔
写
真
（
た
て
四
セ
ン

チ
、
ヨ
三
ニ
セ
ン
チ
）
を
必
要
と
し
ま

す
。　

申
請
の
手
続
な
ど
で
不
明
な
点
は
、

も
よ
り
の
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
、
も
し
く
．

は
、
市
福
祉
事
務
所
へ
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。

り

O

」

‘
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をい町名
、
つ

よ

　
　
　
　
し

し
、今後は新

　使いま
「永江町1．2．3丁目」などが誕生一6月1日から

●

　
昭
和
四
十
年
度
か
ら
進
め
て
き
ま
し

た
日
向
都
市
計
画
東
部
第
二
土
地
区
画

整
理
事
業
も
こ
の
ほ
ど
換
地
処
分
の
公

告
が
あ
り
六
月
一
日
か
ら
効
力
が
発
生

し
ま
す
。

　
※
換
地
処
分
と
は
区
画
整
理
前
の
土

　
地
と
整
理
後
の
土
地
と
の
地
積
や
地

　
番
な
ど
の
移
り
変
り
を
示
す
書
類
を

　
関
係
権
利
者
に
通
知
し
て
了
知
さ
せ

　
る
こ
と
で
す
。

　
す
で
に
区
域
内
の
み
な
さ
ん
に
は
お

知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
六
月
「
日
か
ら

下
図
の
と
お
り
町
名
、
町
界
、
地
番
な

ど
が
変
り
ま
し
た
。
新
し
く
誕
生
し
た

町
名
は
、
永
江
町
一
丁
旧
、
永
江
町
二

丁
目
、
永
江
町
三
丁
目
、
江
良
町
一
丁

目
、
江
良
町
二
丁
目
、
江
良
町
三
丁
目

江
良
町
四
丁
目
、
新
生
町
一
丁
目
、
新

生
町
二
丁
目
、
高
砂
町
の
十
町
で
す
。

　
ま
た
、
今
回
の
冥
界
変
更
に
伴
い
原

町
一
丁
目
、
原
町
二
丁
目
、
原
町
三
丁

目
、
原
町
四
丁
目
及
び
鶴
町
三
丁
目
の

区
域
の
一
部
が
下
図
の
と
お
り
変
り
は

し
た
。

　
し
た
が
っ
て
、
・
今
後
は
市
役
所
な
ど

へ
の
各
種
届
け
出
や
郵
便
物
な
ど
の
住

所
表
示
に
は
新
町
名
を
お
使
い
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
区
域
内
の
か
た
は
知
人
や

親
せ
き
、
取
引
き
先
な
ど
に
住
所
変
更

の
む
ね
を
早
め
に
知
ち
せ
ま
↓
よ
う
。

　
換
地
処
分
、
住
居
表
示
な
ど
に
つ
い

て
の
く
わ
し
い
こ
と
は
都
市
計
画
課
（

市
役
所
四
階
、
電
話
②
局
二
一
一
一
、

内
線
三
三
七
、
三
三
八
）
へ
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
土
地
区
画
整
理
事
業
は
大
王

西
地
区
、
尾
達
山
地
区
、
曾
根
地
区
が

そ
れ
ぞ
れ
工
事
中
で
す
。

新
し
い
住
所
の

　
　
　
　
表
わ
し
方

　
新
住
所
は
必
ず
番
地
ま
で
表
記
し
ま

し
ょ
う
。

　
例
え
ば
、
区
域
内
の
公
共
施
設
の
新

住
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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墨□
レ
黷
V
・

聖
誕

・
永
江
町
児
竜
公
園

　
　
　
永
江
町
二
丁
目
二
十
番
地

・
江
良
近
隣
公
園
．

　
　
　
江
良
町
二
丁
目
八
十
一
番
地

・
新
生
児
童
公
園

　
　
　
新
生
町
一
丁
目
八
番
地

。
高
砂
児
童
公
園

　
　
　
高
砂
町
一
九
九
番
地

　
な
お
、
今
回
の
区
画
整
理
事
業
に
伴

う
新
町
名
の
誕
生
は
、
上
町
、
中
町
、

本
町
、
都
町
、
北
町
、
南
町
、
原
町
、
鶴
町

春
原
町
に
次
ぐ
も
の
で
、
わ
た
し
た
ち

の
郷
土
日
向
市
も
、
都
市
化
現
象
に
対

応
し
て
、
市
街
地
が
整
備
さ
れ
新
し
い

町
界
町
名
と
と
も
に
、
住
み
よ
い
新
し

い
町
へ
と
移
り
変
っ
て
い
き
ま
す
。

　
退
院
あ
い
さ
．
つ
…

　
向
暑
の
み
ぎ
り
、
市
民
各
位
に
お
か

れ
ま
し
て
は
益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お

よ
ろ
こ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
て
私
共

　
永
い
こ
と
病
床
に
伏
し
、
市
民
の
皆

様
に
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
致
し
ま
し

た
。
お
蔭
様
で
よ
う
や
く
執
務
で
ぎ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
う
え
は
充

分
健
康
に
留
意
し
、
市
政
の
充
実
進
展

に
努
力
い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で

何
と
ぞ
よ
ろ
し
く
ご
指
導
ご
協
力
た
ま

わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
昭
和
五
十
年
六
月
二
日

　
　
日
向
市
長
　
　
児
玉
袈
裟
雄

　
　
助
　
　
役
　
甲
斐
　
　
敦

3
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あ
な
た
は
国
民
年
金

　　

@
加
入
し
て
い
ま
す

一
み
ん
な
で
老
後
を
考
え
ま
し
ょ
う

　
昭
和
三
十
六
年
四
月
か
ら
施
行
さ
れ

て
い
る
国
民
年
金
制
度
も
一
応
皆
年
金

と
し
て
の
体
制
は
整
っ
た
も
の
の
、
ま

だ
一
部
に
加
入
し
て
い
な
い
か
た
や
、

保
険
料
を
納
め
て
い
な
い
か
た
が
お
ら

れ
ま
す
。
国
で
は
、
こ
う
い
つ
た
人
た

ち
の
た
め
に
、
さ
ら
に
特
別
期
間
を
設

け
て
国
民
年
金
へ
の
加
入
を
よ
び
か
け

て
い
ま
す
コ
老
後
や
災
害
時
の
生
活
を

守
る
た
め
に
、
他
の
年
金
制
度
に
加
入

し
て
い
な
い
か
た
は
早
め
に
手
続
を
致

し
ま
し
ょ
う
。

かこ

加
入
し
て
い
な
い
か
た

保
険
料
を
未
納
の
か
た
へ

　
国
民
年
金
は
満
2
0
才
に
な
っ
た
人
が

60

ﾋ
に
な
る
間
に
2
5
年
以
上
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
に
よ
り
、
納
付
し
た
月
数

に
応
じ
て
、
老
齢
年
金
と
し
て
、
三
三

九
、
九
四
〇
円
か
ら
五
四
三
、
九
〇
五

円
の
年
金
が
、
不
慮
の
災
害
に
あ
っ
た

場
合
の
障
害
年
金
が
一
級
四
四
二
、
九

二
六
円
、
母
子
年
金
三
三
九
、
九
四
〇

円
が
そ
れ
ぞ
れ
事
故
認
定
月
か
ら
毎
年

支
給
さ
れ
ま
す
。

　
つ
ま
り
明
治
四
十
四
年
凪
月
二
日
以

降
に
生
ま
れ
た
人
は
、
国
民
年
金
に
加

入
し
受
給
権
を
み
た
さ
な
け
れ
ば
、
年

金
は
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
日
向
市
農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
は

次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

　
一
、
立
候
補
者
説
明
会
　
六
月
三
十

　
　
日
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
　
午
前
1
0

　
　
時
よ
り

　
二
、
告
示
、
七
月
五
日

　
三
、
投
票
日
、
七
月
十
五
日

　
四
、
選
挙
さ
れ
る
委
員
の
定
数

　
　
第
一
選
挙
区
　
1
1
名

　
　
　
大
字
唇
面
、
日
豊
屋
、
細
島
、

　
　
　
財
光
寺
、
塩
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
選
挙
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
字
平
岩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
幸
脇
、
美
々

”
年
！
’

個＼
亀くき

垂
訓ア〆

でΩかな老後を

ま一農業委員選挙

昭和50年6．月号

今
な
ら
間
に
合
い
ま
す

　
　
早
め
に
手
続
き
を
！

　
加
入
も
れ
の
人
や
保
険
料
を
納
め
忘

れ
て
、
す
で
に
納
め
ら
れ
な
い
期
間
が

あ
る
人
の
た
め
に
、
本
年
十
二
月
末
日

ま
で
の
期
間
に
限
り
、
特
別
な
取
り
扱

い
と
し
て
保
険
料
も
月
額
九
〇
〇
円
納

7月5日告示で
7月15日投票です

津
町

五
、
投
票
所

及
び
有
権
者

数
は
次
の
と

お
り
で
す
。

な
お
、
く
わ

し
い
こ
．
と
に

つ
き
ま
し
、
て

は
、
選
挙
管

理
委
員
会
事

務
局
、
（
電
話

②
二
＝
一
」

）
へ
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い

日向市各投票区投票所
第　　1　　選　　挙　　区　刀 第　　2　　選　　拳　　区

讐1投票所【投票の区域1讐 甥投票所1投票の区域摩
1 南・舩民館転帰本宮区・ 409

1

日向勤労青

ｭ年体育セ

塔^ー

花ケ丘区、北町、都町
纈ｬ、本町、中町、南
ｬ、春原町、中央区、
倦随黶A西草場、中原
諱A高見橋通区、広見
諱A千束ロ区

145
2 美砂公民館　曙区、美砂区 143

3 秋留公民館　秋留区 229

2 亀崎公民館 亀崎全区、鶴町 168

直弦公民館 三毛区、籾木下 343

3 ・本谷公民館 本谷区、西川内区 411

飯谷公民館 飯谷区
103

4 塩見小学校跡 大字塩見全区 902

幸脇公民館 幸脇区、遠見区 91

5 松原公民館 大字財光寺全区 718

4
一
5
6
「
7
8
9

1一
P214

6
、 江良公民館

　町、江良区、永江区`　砂区、公園通区 84

美々津公民館
新町、上町、中町

E裂騎医石

7 曾根公民館
一　　一

¥根区、堀「方区 落鹿公民館
落鹿区、高松区、

{ノ下区
425

8 畑浦公民館 畑浦区、大字細島全区

312

黶@　一

P99 田ノ原公民館 田ノ原区 96

9 梶木公民館 梶木区、詠手区
｝299

10
余瀬公民館 余瀬区 　76

P

（50．3．31現在）合計5，367人
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め
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
加
入
届
け
、
保
険
料
の
納
入

保
険
料
の
免
除
な
ど
の
手
続
き
は
、
簡

単
に
で
き
ま
す
の
で
、
印
か
ん
を
も
っ

て
年
金
係
へ
お
い
で
下
さ
い
。

こ
の
機
会
を
み
の
が
さ
ず
、
忘
れ
な
い

う
ち
に
早
め
に
手
続
き
を
し
て
「
豊
か

な
老
後
」
を
つ
く
り
ま
し
よ
う
。

　
な
お
、
昭
和
5
0
年
度
の
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
な
人
は
、
承

認
を
得
れ
ば
、
納
付
義
務
が
免
除
さ
れ

ま
す
。

　
※
そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
民

課
年
金
係
（
市
役
所
一
階
、
電
話
②
二

一
＝
、
内
線
五
三
七
）
へ
お
た
ず
ね

下
さ
い
。

・
食
中
毒
に
注
意
し
ょ
う
！

　
梅
雨
ど
き
に
な
り
ま
し
た
。
今
頃
か

ら
初
秋
に
か
け
て
、
高
温
、
多
湿
に
な

り
、
細
菌
に
と
っ
て
は
、
最
も
活
動
し

や
す
い
時
期
で
す
。
食
品
衛
生
に
注
意

し
、
規
則
正
し
い
生
活
で
、
夏
の
健
康

を
守
り
ま
し
ょ
う
。
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危
い
！
ス
リ
ッ
プ

雨
季
に
多
い
交
通
事
故

　
雨
の
多
い
季
節
に
な
る
と
、
毎
年
の

よ
う
に
ス
リ
ッ
プ
、
転
落
事
故
な
ど
の

大
き
な
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
雨
の
日
に
は
、
と
か
く
視
界
が
悪
く

な
り
、
ま
た
、
路
肩
が
く
ず
れ
た
り
な

ど
し
て
非
常
に
危
険
で
す
。

　
雨
に
ぬ
れ
た
舗
装
道
路
、
坂
道
な
ど

は
、
ブ
レ
ー
キ
を
踏
ん
で
車
が
停
止
す

る
ま
で
の
距
離
が
、
天
気
の
良
い
日
に

く
ら
べ
て
、
お
よ
そ
倍
く
ら
い
延
び
ま

す
。
そ
こ
で
次
の
点
に
注
意
し
、
事
故

を
お
こ
さ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し

ょ
う
。

　
▽
雨
に
ぬ
れ
た
舗
装
道
路
や
坂
道
で

　
　
は
、
車
間
距
離
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に

ξ

8

　
　
と
っ
て
、
ス
ピ
ー
ド
を
控
え
め
に

　
　
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

　
▽
雨
の
日
や
雨
あ
が
り
に
は
、
路
肩

　
　
が
弱
く
な
り
道
路
が
く
ず
れ
や
す

　
　
く
な
り
ま
す
の
で
、
路
肩
の
通
行

　
　
は
さ
け
ま
し
ょ
う
。

　
▽
自
転
車
に
乗
る
方
は
、
か
さ
を
さ

　
　
し
て
の
運
転
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま

　
　
す
の
で
、
必
ず
雨
ガ
ッ
パ
を
着
て

　
　
運
転
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
雨
ガ
ッ

　
　
パ
を
着
た
と
き
は
、
ズ
キ
ン
を
あ

　
　
ま
り
深
く
か
ぶ
ら
な
い
よ
う
に
し

　
　
ま
し
ょ
う
。

　
梅
雨
期
に
は
、
運
転
者
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
．
歩
行
者
の
方
も
十
分
注
意
し

市
内
か
ら
一
件
の
交
通
事
故
も
出
さ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

お
そ
ろ
し
い

　
　
　
・
日
本
脳
炎

　
恐
ろ
し
い
日
本
脳
炎
の
流
行
期
が
や

っ
て
き
ま
し
た
。
、

　
日
本
脳
炎
患
者
は
、
年
々
減
少
し
て

は
い
る
も
の
の
、
毎
年
何
人
か
の
患
者

が
出
て
い
ま
す
。

　
こ
の
恐
ろ
し
い
伝
染
病
を
予
防
す
る

に
は
、
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
予
防
接
種
と

こ
れ
を
媒
介
す
る
蚊
を
撲
滅
す
る
こ
と

で
す
。

　
市
保
険
衛
生
課
で
は
、
八
月
ま
で
の

毎
週
火
曜
と
木
曜
日
（
時
間
は
い
ず
れ

も
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
三
時
ま
で
）

の
二
回
、
市
の
予
防
接
種
場
に
お
い
て

予
防
接
種
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
の
で

こ
の
機
会
に
も
れ
な
く
予
防
接
種
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

災
昏
危
険
箇
所
の
総
点
検

　
毎
年
梅
雨
時
期
に
は
い
る
と
、
局
量

的
な
集
中
豪
雨
に
よ
．
る
、
が
け
く
ず
れ

や
浸
水
な
ど
の
被
害
を
ひ
き
お
こ
す
こ

と
が
あ
り
、
一
瞬
の
う
ち
に
尊
い
人
命

や
ば
く
直
な
富
を
失
な
う
こ
と
が
よ
く

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
市
で
は
例
年
、
定
期
的
に

市
内
の
危
険
箇
所
を
総
点
検
し
、
災
害

を
防
ぐ
た
め
の
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
も
五
月
二
十
八
日
に
、
警
察
署

消
防
署
な
ど
と
協
力
し
て
市
内
各
所
を

み
て
ま
わ
り
ま
し
た
。

　
わ
た
し
達
は
、
い
つ
お
そ
い
か
か
る

か
わ
か
ら
な
い
過
去
の
災
害
を
教
訓
と

し
て
、
今
後
に
備
え
る
こ
と
が
も
っ
と

も
大
切
で
、
そ
の
た
め
に
は
、
個
人
個

人
が
自
分
の
家
周
辺
を
今
い
ち
ど
点
検

し
、
が
け
く
ず
れ
な
ど
の
お
き
そ
う
な

危
険
箇
所
は
、
早
目
に
措
置
す
る
な
ど

の
対
策
を
こ
う
じ
、
お
互
い
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

　
も
し
あ
な
た
の
家
の
周
辺
に
危
険
な

箇
所
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
市
総
務
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

栽
培
し
て
よ
い

　
「
け
し
」
に
つ
い
て
の
事
犯
の
発
生

は
、
関
係
機
関
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら

．
ず
依
然
と
し
て
跡
を
絶
た
な
い
よ
う
で

す
。

　
こ
れ
は
、
　
「
け
し
」
に
対
す
る
正
し

い
知
識
が
欠
け
て
い
る
こ
と
と
、
麻
薬

取
締
法
等
の
法
律
が
十
分
に
浸
透
し
て

わけ○

るし●

い

け・

し●

い
な
い
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
「
け
し
」
の
不
正
栽
培
は
、
年
々
減

少
は
し
て
い
る
も
の
の
、
完
全
に
撲
滅

は
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

　
つ
ぎ
の
見
分
け
方
に
注
意
し
、
不
正

栽
培
を
し
な
い
よ
う
気
を
つ
「
け
ま
し
ょ

う
。

簡
単
な
見
分
け
方

×
　
植
え
て
わ
る
い
け
し

○
植
え
て
よ
い
け
L

暴
飲
．
・
暴
食
を
さ
け
～

　
　
　
　
　
　
　
！
，

睡
眠
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
と
り
、

健
康
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
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細島工業港に『港の森』開園

岸壁のひろがる細島臨海工業地帯に、全国で初め

の森』が開園しました。

工業地帯で働く人や、港を利用する人たち、それ

辺地域住民の健康増進と、保養、レクリェーショ

易として、グロガネモチ、ヤマモモ♪サクラなど

　4千本の樹木が植えられており、幅1，8㍍の遊

にソフトボール球場とバレー

あり、すでに多くの人が利用

　工場と岸壁のひろがる細島

ての『港の森』が開園しまし

ここは、工業地帯で働く人や

　　に周辺地域住民の健康増

　　ンの場として、グロガネ

試1欝

レインジャー部隊

／
　　　　　　　サーカスまがいの綱わたりをしているのは

　　　　　市消防署レインジャー部隊の隊員です。

　　　この部隊は、ビル火災などで逃げおくれた人や増水

　のため助けを求あている人達を無事救助できるようにと

毎日練習に励んでいます。

大正ソフトボール

　　　交換試合
　日向大正会主催のソフトボールの試合が、8日お倉ケ浜

運動公園で延岡のチームと交換試合を行いました。

　この試合に出場された方々は、すべて大正う

灘羅1賜り㍑

●
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シリカ運搬用
　　源氏山トンネル貫通

セメント原料のシリカ運搬用のため、徳山　　　＼ミ

曹達が昨年末から源氏山にトンネルを掘ってい

ましたが、このほど貫通しました6

　このトンネルの高さは3㍍、幅3㍍、総延長950㍍も

　　　　　　　　　　　　　　　　　　，あります。

1975年　　赤十字国際標語

赤十字：危急のときのいのち綱〃
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社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

七
月

　
七
月
一
日
か
ら
七
月
三
十
一
日
ま
で

の
一
ヵ
月
間
は
、
全
国
一
斉
に
「
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
」
月
間
で
す
。

　
こ
の
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

は
、
す
べ
て
の
国
民
が
犯
罪
の
防
止
と

罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
た
ち
な
お
り
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
、
地
域
、
職
場
、

学
校
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て

力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い
社

会
を
築
こ
う
と
す
る
運
動
で
す
。

　
と
く
に
今
年
の
こ
の
運
動
の
重
点
目

標
は
「
地
域
住
民
の
連
帯
に
よ
る
青
少

年
の
非
行
防
止
」
と
い
う
こ
と
で
、
最

近
の
よ
う
に
非
常
に
す
す
ん
だ
社
会
の

な
か
で
は
や
や
も
す
れ
ば
あ
た
た
か
い

人
と
人
と
の
ふ
れ
合
い
が
う
す
れ
、
お

互
い
手
を
と
り
あ
っ
て
や
ろ
う
と
か
助

け
合
っ
て
ゆ
こ
う
と
か
い
う
社
会
連
帯

感
が
う
す
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
情
勢
の
な
か
に
あ
っ
て
、
青

少
年
の
非
行
は
、
低
年
層
少
年
を
中
心

に
、
最
近
再
び
増
加
し
は
じ
め
て
お
り

そ
こ
に
は
「
お
れ
さ
え
よ
け
れ
ば
」
と

か
「
お
れ
は
ど
う
な
っ
て
も
」
と
か
い

う
す
て
ば
ち
的
な
、
社
会
に
な
じ
ま
な

い
よ
う
な
事
例
が
多
く
み
う
け
ら
れ
ま

す
。

日
～
七
月
一
一
一
十

　
最
近
に
お
け
る
日
向
警
察
署
管
内
の

青
少
年
に
よ
る
非
行
犯
罪
は
別
表
の
と

お
り
で
す
。

　
今
回
・
の
運
動
は
、
こ
の
よ
う
観
点
か

ら
地
域
住
民
の
連
帯
意
識
を
基
盤
と
す

日

／
薄

唖

07「 k

o
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＼
　
　
こ

㌔
．
幽。

輪

る
諸
活
動
を
通
じ
て
青
少
年
の
非
行
防

止
と
不
幸
に
し
て
非
行
に
お
ち
い
っ
た

者
の
更
生
を
は
か
る
た
め
の
住
民
の
盛

り
あ
が
り
を
強
く
推
進
し
ょ
う
と
す
る

も
の
で
す
。
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青少年り家出は昭和49年度中、日向警察署管内調べ33人となっております旦

社会教育委員

体育指導委員決る

　
教
育
委
員
会
で
は
、
社
会
教
育
委
員

体
育
指
導
委
員
、
を
選
任
し
ま
し
た
。

各
委
員
の
任
務
と
氏
名
は
次
の
と
お
り

で
す

○
社
会
教
育
委
員

　
社
会
教
育
を
推
進
す
る
た
め
諸
計
画

を
た
て
、
教
育
委
員
会
に
助
言
す
る
等

の
重
要
な
仕
事
を
う
け
も
っ
と
同
時
に

公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
も
兼
務
し
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

▽
阪
本
正
男
（
原
町
）
、
▽
関
本
梅
子

（
細
島
）
、
▽
佐
々
木
武
彦
（
都
町
）

▽
日
高
達
吉
（
本
町
）
、
▽
小
倉
久
信

（
原
町
）
▽
三
輪
龍
一
（
細
島
）
、

▽
黒
木
秋
好
（
細
島
）
、
▽
東
敏
雄
（
美

々
津
）
、
▽
太
田
平
太
郎
（
日
知
屋
）

▽
岡
野
泰
雄
（
上
町
ソ
、
▽
三
浦
雅
典

（
日
知
屋
）
、
▽
鈴
木
益
子
（
中
央
）

▽
星
野
孝
（
畑
浦
）
、
▽
渡
辺
邦
彦

（
美
々
津
）
、
▽
矢
野
八
郎
（
日
知
屋

小
）○

体
育
指
導
委
員

　
ス
ポ
ー
ツ
人
口
は
年
々
増
え
て
き
て

い
ま
す
。
体
育
指
導
委
員
は
、
そ
う
い

っ
た
市
民
の
要
求
に
応
じ
て
実
技
指
導

・
を
行
い
、
日
常
生
活
の
中
に
い
ろ
ん
な

ス
ポ
ー
ツ
を
定
着
さ
せ
な
が
ら
選
手
の

育
成
に
あ
た
り
ま
す
。

　
▽
黒
木
日
日
（
日
知
屋
）
、
▽
児
玉

昌
典
（
日
知
屋
）
、
▽
西
森
猪
造
（
富

高
）
、
▽
奈
須
敏
夫
（
塩
見
）
、
▽
河

野
勝
市
（
美
々
津
）
、
▽
児
玉
実
（
平

岩
）
、
▽
久
銭
公
博
（
細
島
）
、
▽
後

藤
治
太
郎
（
原
町
）
、
▽
佐
藤
末
喜
（

新
生
町
）
、
▽
池
田
輝
男
（
日
知
屋
）

▽
高
野
博
（
富
高
小
）
、
▽
松
永
勝
利

（
富
島
中
）
、
▽
黒
木
昭
宣
（
富
高
）

▽
荻
原
久
士
（
美
々
津
）
、
▽
六
角
立

男
（
財
光
寺
）
、
▽
宮
原
高
明
（
上
町

）
、
▽
籾
木
和
江
（
春
原
町
）
、
▽
阪

本
民
子
（
原
町
）
、
▽
樋
口
徳
子
（
小

高
）
、
▽
渋
谷
勝
（
財
光
寺
）

、
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苦
情
や
相
談
は
こ
の
時
に

　
巡
回
行
政
相
談
は
2
6
日

　
　
『
こ
れ
は
困
っ
た
、
役
所
で
な
ん
と

か
し
て
ほ
し
い
一
と
い
う
と
き
、
親
身

に
な
っ
て
お
世
話
す
る
の
が
行
政
相
談

委
員
で
す
。

　
た
と
え
ば
、
恩
給
、
年
金
、
登
記
、

国
税
、
保
険
、
生
活
保
護
、
環
境
衛
生

農
地
、
郵
便
、
道
路
、
交
通
、
公
営
住

宅
、
河
川
、
公
害
、
そ
の
他
、
国
鉄
、

電
々
、
専
売
、
公
団
、
公
庫
等
に
つ
い

て
お
困
り
の
相
談
は
遠
慮
な
く
気
軽
に

歯
申
出
下
さ
い
。

日
時
、
六
月
二
十
六
日
（
木
）

　
　
　
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

場
所
、
日
向
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
　
　
ニ
階
（
市
役
所
北
側
）

　
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す

　
当
日
は
、
行
政
監
察
局
の
係
官
が
み

え
ま
す
。
な
お
、
行
政
相
談
委
員
は
常

時
自
宅
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

日
向
市
の
行
政
相
談
委
員
は

中
野
正
臣
さ
ん

三
股
千
代
子
さ
ん
－

の
二
名
で
す
。

財
光
寺
木
原
（

電
話
③
七
四
一

五
）美

々
津
町
石
園

（
電
話
⑥
0
0

三
四
）

内
職
相
談
日
は

　
　
　
　
月
、
火
、
木

　
．
内
職
相
談
は
、
毎
週
月
曜
日
と
木
曜

日
に
は
本
町
八
幡
神
社
前
の
旧
道
場
で

ま
た
火
曜
日
は
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
春
原
町
）
で
主
と
し
て
老
人
向
け
の

も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
行
っ
て
ま
す
。

　
な
お
指
導
内
容
は
、
．
バ
ー
ル
加
工
、

か
ぎ
編
み
、
．
魚
網
袋
な
ど
で
、
大
島
つ

む
ぎ
の
織
物
指
導
も
予
定
し
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
2
0
名
以
上
の
受
講
者
を
必

要
と
し
て
い
ま
す
。

　
内
職
相
談
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
生

活
課
生
活
係
（
市
役
所
一
階
北
側
、
電

話
③
二
一
一
一
内
線
七
一
四
）
へ
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

県
職
員
と

　
　
警
察
官
を
募
集
〃

　
県
人
事
委
員
会
で
は
、
つ
ぎ
の
と
お

り
県
職
員
（
上
級
・
中
級
職
）
と
警
察
、

官
を
募
集
し
ま
す
。

【
県
職
員
】
、

▽
試
験
日
（
上
級
・
中
級
職
と
も
）
紺

　
昭
和
五
十
年
七
月
二
十
七
日

▽
受
付
期
間
（
上
級
・
中
級
職
と
も
）

　
1
一
昭
和
五
十
年
六
月
六
日
か
ら
昭
和

　
五
十
年
六
月
三
十
日
置
で

▽
受
験
資
格

　
（
上
級
職
）

　
○
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
大
学
卒

　
　
業
程
度
の
学
力
を
必
要
と
し
、
昭

　
　
和
二
十
一
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和

　
　
二
十
九
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま

　
　
れ
た
者

　
（
中
級
職
）

　
0
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
短
大
卒

　
　
業
程
度
の
学
力
を
必
要
と
し
、
昭

　
　
和
二
十
三
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和

　
　
三
十
一
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま

　
　
れ
た
者

　
▽
試
験
地
鯉
宮
崎
市

▽
申
込
用
紙
請
求
先
一
1
宮
崎
県
人
事
委

　
員
会
事
務
局

【
警
察
官
】

▽
採
用
予
定
人
員
1
1
宮
崎
県
約
三
十
人

　
そ
の
他
の
都
府
県
約
三
十
五
人

▽
試
験
日
”
昭
和
五
十
年
八
丁
十
日

▽
受
付
期
間
”
昭
和
五
十
年
六
月
六
日

　
か
ら
昭
和
五
十
年
六
月
三
十
日
ま
で

▽
受
験
資
格
”
昭
和
二
十
三
年
四
月
二

　
日
か
ら
昭
和
二
十
九
年
四
月
一
日
ま

　
で
に
生
ま
れ
た
男
子
で
、
大
学
卒
業

　
者
又
は
来
春
卒
業
見
込
み
の
者

▽
試
験
地
1
1
宮
崎
市
　
　
、
　
　
　
・

▽
申
込
請
求
用
紙
請
求
奮
闘
日
向
警
察

署
警
務
係

暑
中
見
舞
用

　
　
は
が
き
の
発
－
売

　
郵
便
局
で
は
亀
七
月
｝
日
か
ら
暑
中

見
舞
用
の
は
が
き
を
二
種
類
（
か
わ
ぜ

み
．
は
ぜ
）
発
売
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
郵
便
局
窓
口
に
は
、
暑
中
見

舞
用
の
ス
タ
ン
プ
電
用
意
さ
れ
て
お
り

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
国
勢
調
査
員
を
募
集

　
本
年
十
月
一
日
現
在
で
全
国
い
っ
せ

い
に
国
勢
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
市

で
は
こ
の
調
査
に
従
事
す
る
調
査
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
応
募
資
格
は
、
市
内
に
住
む
満
二
十

歳
以
上
の
人
で
調
査
員
と
し
て
職
務
を

遂
行
で
き
、
男
女
の
別
を
問
い
ま
せ

ん
。　

ご
希
望
の
か
た
は
、
七
月
十
日
ま
で

に
企
画
課
統
計
係
（
電
話
②
二
＝
一

番
、
内
線
二
三
四
番
）
へ
、
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

保
母
さ
ん
、
調
理
師
さ
ん
を

　
　
　
　
　
　
募
集
し
ま
す

　
　
　
一
日
向
市
社
会
福
祉
鳩
議
会
－

　
　
社
会
福
祉
法
人
日
向
市
二
会
福
祉
協

議
会
で
は
、
次
の
と
お
り
職
員
採
用
資

格
試
験
を
行
い
ま
す
。

．
一
、
試
験
日
時

　
　
　
七
月
十
四
日
（
月
）
午
前
九
時

　
　
　
三
十
分
よ
り

二
、
場
　
　
所

　
　
　
社
会
福
祉
会
館

三
、
試
験
内
容

　
　
　
・
筆
記
試
験
（
社
会
・
国
語
・
社

　
　
　
会
福
祉
関
係
法
）

　
　
　
・
面
接
試
験
（
試
験
委
員
に
よ
る

　
　
　
面
接
）

四
、
受
験
資
格
　
　
’

　
　
　
満
四
十
五
歳
以
下
の
日
本
国
籍

　
　
　
を
も
つ
女
子
で
、
保
母
若
し
く

　
　
　
は
調
理
師
の
資
格
を
有
す
る
者

五
、
試
験
結
果

　
　
　
筆
記
・
面
接
の
両
試
験
を
総
合

　
　
　
し
、
採
用
序
列
簿
を
作
成
し
、

　
　
　
必
要
に
応
じ
順
次
採
用
す
る
こ

　
　
　
と
と
し
、
そ
の
つ
ど
本
人
宛
に

六
、

　
採
用
通
知
を
送
付
す
る
。

受
験
手
続

　
受
験
希
望
者
は
、
昭
和
五
十
年

　
七
月
一
日
午
後
三
時
ま
で
に
事

務
局
（
社
会
福
祉
会
館
内
）
よ

　
り
受
験
願
書
を
受
け
と
り
、
七

月
十
日
午
後
ま
で
に
受
験
手
続

　
を
す
ま
せ
る
こ
と
。

隔
一

，

　
　
　
　
　
H
七
月
中
H

▽
七
月
六
日
一
1
和
阻
病
院
（
電
話
③
二

　
〇
四
五
番
）
、
滝
井
医
院
（
電
話
③

　
二
四
〇
九
番
）
、
大
平
医
院
（
電
話

　
③
三
三
三
七
番
）

▽
七
月
十
三
B
”
三
股
病
院
（
電
話
⑧

　
○
〇
三
四
番
）
、
今
給
黎
医
院
（
電

　
話
◎
二
四
五
九
番
）
、
東
医
院
（
電

　
話
門
川
③
二
八
○
○
番
）

▽
七
月
二
十
日
1
1
樋
ロ
病
院
（
電
話
門

　
川
③
一
〇
三
六
番
）
、
稲
原
医
院
（

　
電
話
③
二
二
〇
九
番
）
、
吉
田
病
院

　
（
電
話
②
四
四
〇
一
番
）

，
▽
七
月
二
十
七
旦
H
千
代
田
病
院
（
電

　
話
③
七
＝
一
番
）
、
柳
田
医
院
（

　
電
話
③
二
九
五
〇
番
）
、
田
中
病
院
‘

　
（
電
話
門
川
③
一
四
四
六
番
）

係
か
ら

　
係
で
は
、
市
民
の
皆
様
か
ら
、
こ
の

市
広
報
に
対
す
る
ご
意
見
、
ご
指
摘
を

仰
ぎ
、
も
っ
と
よ
り
よ
い
広
報
に
し
て

い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
の
で
、
遠

慮
な
く
係
ま
で
…
…
…
。

●

や
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